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●授賞理由
本論文は，指先で軽く接触している二者の立位姿勢の

足圧中心を計測し，二者の時系列のダイナミクスに対し
非線形時系列解析を行い，複数の時間スケールにまたが
る協調関係を定量的に評価している．対人間の協調を基
礎的なレベルから丁寧に検証してわかりやすくまとめて
いて，さまざまな展開が期待でき，今後の研究分野の嚆
矢となる可能性があると評価されていた．研究会での参
加者の反応も良く，授賞に値する．

●アブストラクト
リハビリテーションの領域では，療法士が患者に軽く

触れるだけで，患者は安心して立つことができるという
事例がある．人は性別や年齢，体格，姿勢緊張，障害の
有無などさまざまな要因により，立位姿勢の姿勢制御方
略が異なる．相手の立位姿勢を阻害することなくサポー
トするためには技術が必要となるが，療法士と患者間に
はどのような相互関係が構築されているであろうか．
床反力計を用いて立位姿勢を計測すると，足圧中心

（Center of Pressure：CoP）の微小な動揺を観測するこ
とができ，姿勢制御のバランス機能を理解するために，
動揺の総軌跡長や平均速度，周径面積，分散などの基本
統計量を指標とした研究が行われてきた．しかし，動揺
の面積や分散の大小は，必ずしも立位姿勢のバランスの
善し悪しにつながるわけではない．動揺には，個人の姿
勢制御方略による機能的な揺らぎが含まれていると考え
られ，1990年以降，立位姿勢の刻一刻と変化する動揺の
ダイナミクス（動的特性）に関する研究が行われてきた．
2000年以降は，CoPのフラクタル性（自己相似性）に
関する研究が多く発表され，時間スケールごとの揺らぎ
特性から，姿勢制御方略やバランス機能を理解しようと
する研究が行われている．
本研究の目的は，人が人に触れて立位姿勢を保持する

という，療法士と患者間で見られるような接触による二
者間関係の基礎的な知見を得ることであり，二者の立位
動揺におけるフラクタル性の相関関係を調べ，協調のダ
イナミクスの客観的側面を明らかとすることである．二
者の結合条件を，接触・視覚要因に分けることで，結合
強度の違いによるフラクタル形成の違いにも着目してい
る．
成人の男女 20名が実験に参加し，既知同性を条件に

10組のペアをつくり，立位動揺の二者同時測定実験を
行った．データ解析では，トレンド除去相互相関解析法
（Detrended Cross-Correlation Analysis：DCCA）を用い
て，接触による協調ダイナミクスがどのような時間スケー
ル（時間窓のサイズ）で形成されているかを調べた．実
験の結果，接触条件では，視覚要因にかかわらず，時間
スケールが 4秒程度まで徐々に相関が強くなり，以降は，
時間スケールが大きくなったとしても，相関の強さは変
わらない傾向であった．非接触条件では，視覚のみの結
合条件で接触条件と類似する傾向であったが，相関は弱
かった．
実験結果から，二者の協調は長い時間スケールにおい
て構築されやすいことがわかった．さらに，ペアによっ
ては短い時間スケールでも協調を構築している組も見ら
れ，詳細に解析を進めることで，二者の相性，相手の動
揺に合わせることがうまい人，集中して取り組めた時間
帯，局所的な修正ができない限界の時間スケールなど，
検討できる可能性があるではないかと考える．

身体知研究会：SIG-SKL-028-04　　2019 年 6 月 15 日

立位姿勢動揺の対人間協調ダイナミクス
井川　大樹，三浦　哲都，工藤　和俊

 「2019 年度研究会優秀賞受賞論文紹介」

 著　者　紹　介 

井川　大樹（正会員）
2009年埼玉県立大学保健医療福祉学部作業療法学科
卒業．2019年東京大学大学院総合文化研究科修士課
程修了．修士（学術）．2020年東京保健医療専門職
大学リハビリテーション学部作業療法学科助教．リ
ハビリテーション従事者が避けては通れない，「人
の身体に手で触れる」ことの基礎研究を行い，「触
れる」ことが人に与える影響の理解を目指している．

工藤　和俊（正会員）
1998年東京大学大学院総合文化研究科博士課程修
了，博士（学術）．2002～ 03年米国コネチカット
大学知覚と行為の生態学研究センター客員研究員．
現在，東京大学大学院情報学環・学際情報学府准教
授．スポーツ・ダンス・音楽演奏を含む人間の身体
技能について，非線形力学系モデルなどを援用しつ
つ，緊張・呼吸，リズム・協調，空間認知・空間的

制御，意思決定・系列行為という階層構造から理解することを目指して
いる．

三浦　哲都（正会員）
2012年東京大学大学院総合文化研究科博士課程修
了．博士（学術）．2012年日本学術振興会特別研究員
（PD）．2014年Université Montpellier 1EuroMov
（仏）客員研究員．2015年早稲田大学スポーツ科学
学術院助教．2017年東京大学大学院総合文化研究科
助教．現在，早稲田大学人間科学学術院准教授．
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●授賞理由
本研究は，大手電力会社が公表している高頻度電力需

要データを分析することによって，高い速報性をもって
製造業の活動状況を推計する新たなモデルを提案したも
のである．具体的には，製造業の生産活動と電力需要と
の相関関係を踏まえ，電力需要の高頻度データに対して
主成分分析をかけ生産活動の程度を推計する正則化回帰
モデルを構築した．製造業などの生産活動に関する公式
な統計値として経済産業省が集計する鉱工業生産指数が
あるが，提案手法では同指数の公表よりも 1か月程度早
い推計を可能とした．また提案手法を用いた生産指数の
推計結果は，同指数の公表前に集計される従来の予測値
より高い予測精度をもつことが確認された．製造業の生
産活動の活況度合いを早く正確に把握する本研究はまさ
に「社会における AI」研究会の趣旨にふさわしいもので
あり，また社会にとってきわめて有意義な成果である．
したがって，本研究を研究会優秀賞として推薦する．

●アブストラクト
昨今，経済分析において，従来の経済統計を補完する

形で，さまざまなデータを活用する流れが進んでいる．
これらは，オルタナティブデータと呼ばれ，高頻度の売
上データや物流データ，多様な経済活動を捉えたビッグ
データ，さらには経済動態を物理的に観測した画像や，
さまざまなテキストといった非構造化データなど多岐に
わたる．オルタナティブデータを使用するメリットは，
その情報の豊富さに加え，速報性の高さもあげられる．
景気全般の動向を捉えるうえでは，製造業の生産活動

の活況度合いをいち早く把握することが重要である．本
研究では，一般に製造業が生産活動を行う際には電力が
消費される点を踏まえ，大手電力会社が公表する日中の
電力需要の高頻度データ（5分ごとの電力の消費データ）
の変動パターンを解析することで，製造業の活動状況を
高い速報性をもって推計するナウキャスティングモデル
を構築した．具体的には，日中の電力需要の高頻度デー
タに対して主成分分析を行うことで，電力消費の変動パ
ターンを表す主成分ファクタを抽出し，それらを説明変
数として，製造業の生産活動を推計する正則化回帰モデ
ルを構築した．

製造業などの生産活動を表す公式統計としては，経済
産業省が集計する鉱工業生産指数があげられる．ただし，
同指数は対象月の集計結果が翌月末に公表されることか
ら，公表までに若干の時間差が存在する．本提案手法に
基づくと，対象月の電力消費データが取得可能となる翌
月月初には，製造業の生産活動の推計が可能となること
から，公式統計の鉱工業生産指数の公表よりも 1か月程
度早い製造業活動の推計が可能となった．さらに，本手
法に基づく生産指数の推計結果は，同指数の公表前に集
計された市場予想平均値と比較して，高い予測精度が実
現できることを確認した．

社会におけるAI研究会：SIG-SAI-035-01　　2019年 11月 23日

高頻度電力需要データを用いた製造業活動の
ナウキャスティングモデルの構築
水門　善之，和泉　　潔，坂地　泰紀，島田　　尚，松島　裕康

 「2019 年度研究会優秀賞受賞論文紹介」

 著　者　紹　介 

水門　善之（正会員）
2005年慶應義塾大学理工学部管理工学科卒業．2007
年東京大学大学院新領域創成科学研究科修士課程修
了．2007年野村證券株式会社入社，金融経済研究
所所属．2013年米国ミシガン大学経営大学院修了．
MBA．2017年度本学会研究会優秀賞受賞．2018年
東京大学大学院工学系研究科博士後期課程入学．現
在，野村證券株式会社金融経済研究所シニアエコノ
ミスト．

坂地　泰紀（正会員）
2012年豊橋技術科学大学大学院工学研究科博士後期
課程電子・情報工学専攻修了．博士（工学）．2012
年（株）ドワンゴ入社．2013年成蹊大学理工学部情
報科学科助教．2017年東京大学大学院工学系研究科
システム創成学専攻助教を経て，2018年より同専攻
特任講師．自然言語処理，特に，テキストマイニン
グの研究に従事．

和泉　　潔（正会員）
1993年東京大学教養学部基礎科学科第二卒業．1998
年同大学院総合文化研究科広域学専攻博士課程修
了．博士（学術）．1998年より電子技術総合研究所（現 
産業技術総合研究所）勤務を経て，2010年より東
京大学大学院工学系研究科システム創成学専攻准教
授．2015年より同教授．専門は知能情報学．研究テー
マは，金融市場における AI応用技術，特に金融デー

タマイニング，人工市場シミュレーション，投資行動モデリングなど．



698 人 工 知 能　35巻 5号（2020年 9月）

島田　　尚（正会員）
2003年東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻に
て博士号取得．JST BIRD研究員，JST ERATO研
究員，東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻助
教，特任講師を経て 2018年より東京大学大学院工
学系研究科システム創成学専攻および数理情報教育
研究センター准教授．研究内容は生物，生態系，経済・
社会系などを対象にした統計物理学．

松島　裕康（正会員）
2013年 3月電気通信大学大学院情報理工学研究科総
合情報学専攻博士後期課程修了．博士（工学）．2013
年 4月から産業技術総合研究所にて特別研究員，
2018年 4月から東京大学大学院工学系研究科システ
ム創成学専攻にて特任助教を経て，現在，滋賀大学
データサイエンス教育研究センター准教授．マルチ
エージェントシミュレーション，機械学習，進化計
算の研究に従事．
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●授賞理由
本論文は，製造業や介護などの分野において求められ

ている，熟練者の知識を集約して人材育成や人為的ミス
防止に活用するための方法について論じている．このよ
うな観点での知識記述に関する先行研究としては，作業
マニュアルなどに含まれる行為の手順に加えて，各行為
の目的を明確に記述する手法が提案されている．しかし，
実際の作業現場を対象とする場合，両者がすべて記述さ
れた教科書のような資料が存在することは少なく，さら
に現場固有の作業やそれに付随する知識が存在し，現場
ごとに必要な記述を専門家が工数をかけて作成すること
は現実的ではない．本論文では，このような知識記述を
現場主体で効率的に実施する手法について提案し，介護
現場を対象としたワークショップを通じてその効果を検
証した．さらに，現場主体の効率的な知識記述を支援す
る対話システムの機能を検討し，自然言語処理を用いた
知識記述支援機能を試作している．研究としては発展途
上の段階であるが，少子高齢化が進行する中で知識の継
承と有効活用を目指すという社会的に重要な課題に取り
組んでおり，その実用化によって多大な貢献が期待でき
るため，授賞に値する．

●アブストラクト
団塊世代の熟練作業者の定年退職による知識流出を背

景に，介護現場や製造業において，熟練者の知識を集約し，
人材育成やヒューマンエラーの予防に活用できる技術が
求められている．それらの知識流出の対策の一環として，
それぞれの現場では作業工程の各行為の手順の把握を目
的としたマニュアルが作成されている．しかし，それら
のマニュアルはその行為が果たすべき目的については記
述されておらず，熟練者の判断などに関する知識を十分
にカバーしきれていないという問題を抱えている．
本研究では，知識構築専門家による共通知識を必要と

せず，作業者が自ら現場固有の知識を構築できる新たな
手法の提案と，その構築を支援する対話システムの構築
を目的とした．本稿は，作業工程を時系列で構造化した「作
業フロー」とその作業の目的を構造化した「目的指向ツ
リー」による知識構造化手法を新たに提案している．加
えて，介護士の協力のもと介護業務に関するワークショッ

プ形式での知識構造化の予備実験の構成・結果について
論じている．その後，それらの知見をもとに対話システ
ムをどのように構築していくかについて考察している．
知識構造化予備実験の結果，作業フローと目的指向
ツリーを組み合わせた本提案手法により，研究者による
前準備時間の短縮，熟練者から新たな目的の獲得が見ら
れた．一方で，今回の予備実験で得られた知識はワーク
ショップに参加したファシリテータによる支援のもと表
出されたものが多かった．具体的には，作業フローに対
して熟練者が違和感を覚えても，どのような行為をどの
箇所に追加すべきかなどがすぐさま思い浮かばないケー
スがあり，その場合にファシリテータは手順を一つずつ
振り返る手伝いをしていた．また，「確認する」や「準備
する」などといった行為ノードに着目し，熟練者に詳細
な説明や，確認する際に意識している内容などについて，
ファシリテータによる詳細な議論の対象の選定が行われ
ていた．これらの知見から，知識構造化予備実験におけ
るファシリテータの質問様式や着目点から，知識構造化
を機械的に支援できる可能性について考察し，知識構造
化を支援する対話システムの構成について検討を行った．
今後は，知識構造化を支援する対話システムの構築を
進めるとともに，構造化知識を共有し，実際の業務に役
立てるシステムの構築についても行う予定である．

知識・技術・技能の伝承支援研究会：SIG-KST-037-03　　2019年 8月 6日

現場主体による目的指向構造化知識の手法と
対話システムによる支援の検討
伊集院　幸輝，小早川　真衣子，西村　拓一

 「2019 年度研究会優秀賞受賞論文紹介」
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 著　者　紹　介 

伊集院　幸輝（正会員）
2019年同志社大学大学院博士後期課程修了，博士（工
学）．現在，産業技術総合研究所人間拡張研究セン
ター産総研特別研究員として，知識伝承を支援する
ための知識の構造化手法とその支援システムに関す
る研究に従事．このほか，対面会話における非言語
情報の機能に関する研究に興味をもつ．

西村　拓一（正会員）
1992年東京大学大学院修士課程を修了．同年，日
本鋼管株式会社に入社．1995年新情報処理開発機
構（RWCP）に出向，2000年博士（工学，大阪大
学・白井良明教授）2001年産業技術総合研究所入所
後，サイバーアシスト研究センター，サービス工学
研究センター，人工知能研究センターサービスイン
テリジェンス研究チーム長．現在，人間拡張研究セ

ンター．身体動作分析，知識構造化による知識とコトの共有に関する研
究に興味をもつ．

小早川　真衣子（正会員）
2019年東京藝術大学大学院美術研究科デザイン専攻
修了．博士（美術）．多摩美術大学研究員，愛知淑
徳大学コミュニティ・コラボレーションセンター助
教，産業技術総合研究所人工知能研究センター特別
研究員を経て，2019年 9月より千葉工業大学先進
工学部知能メディア工学科助教．産業技術総合研究
所人間拡張研究センター外来研究員．社会的に展開

するデザインの実践とその方法・方法論の研究に従事．
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●授賞理由
本論文では，CtoCサービスにおける「ユーザ離脱予

測」問題にフォーカスし，ハンドメイド作品を売買でき
るプラットフォームの実データを対象に分析を実施して
いる．分析において，GNNsをベースにしたモデルをユー
ザの定着・離脱予測に応用，有効性を確かめるとともに，
GATを用いて個々の定着・離脱に重要な意味をもった接
触や接触相手を可視化し得ることを示しており，その有
用性は高く研究会優秀賞に値する．

●アブストラクト
近年のインターネットの普及に伴い，eコマース（電
子商取引）が盛んに行われるようになった．それに伴い，
消費者の消費行動も多様化している．特に，スマート
フォンやそれを用いた決済システムの普及に伴い，CtoC

（Consumer to Consumer）と呼ばれる一般消費者間での
取引形態が市場規模を拡大し，大きな関心を集めている．

CtoCプラットフォームを含む eコマースプラット
フォームでは，ユーザ数を増加・維持させて利益を最大
化するために，離脱しそうなユーザにアプローチするこ
とで離脱を防ぐ施策が積極的に行われている．CtoCサー
ビスを利用するユーザに対する定着・離脱予測を考える
とき，予測対象とするユーザ自身の特徴だけでなく，ユー
ザ間の接触の影響を詳細に考慮することは精度と解釈性
の両面で非常に重要であると考えられる．特に，予測対
象となるユーザの 1）接触相手の性質，2）接触の方法，
そして 3）どの接触が重要であったかをモデリングする
ことで，高い精度と解釈性を期待できる．
このような背景から，本研究では，CtoCサービスを

利用するユーザの行動傾向を明らかにするとともに，ユー
ザの定着・離脱予測について，予測対象のユーザの特徴
だけでなくユーザ間の接触がもたらす影響も組み込んだ
定着・離脱予測フレームワークを構築し，高精度で解釈
可能な予測を行った．
本研究では，ハンドメイド作品を売買できる CtoCプ
ラットフォームを対象とした．

Graph Neural Networksをベースとした二つのモデル
をユーザの定着・離脱予測に適用し，ベースライン手法
との比較を行った．実験結果および構築したモデルの解

釈を通して，予測対象となるユーザの特徴だけではなく
接触相手の特徴にも有益な情報が含まれるとき，Graph 

Neural Networkをベースとした手法が有効であること
が示された．さらに，Graph Attention Networks（GAT）
を用いれば個々の定着・離脱予測に対して重要な意味もっ
た接触や接触相手を可視化できることも示した．

ビジネス・インフォマテックス研究会：SIG-BI-015-04　　2020年 3月 18日

Graph Attention Networks を用いた
CtoC サービスにおけるユーザ定着・離脱予測
工藤　　航，鳥海　不二夫

 「2019 年度研究会優秀賞受賞論文紹介」

 著　者　紹　介 

工藤　　航（正会員）
2018年東京大学工学部卒業．2020年同大学院工学
系研究科システム創成学専攻修士課程修了．

鳥海　不二夫（正会員）
2004年東京工業大学大学院理工学研究科機械制御シ
ステム工学専攻博士課程修了．博士（工学）．同年，
名古屋大学大学院情報科学研究科助手，2007年同助
教，2012年東京大学大学院工学系研究科准教授．計
算社会科学，人工知能技術の社会応用などの研究に
従事．情報法制研究所理事．電子情報通信学会，情
報処理学会，日本社会情報学会，AAAI各会員．
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●授賞理由
株式公開時の企業価値を推定することは，発行企業お

よび投資家にとって極めて重要であり，その価値算定方
法はさまざま提案され利用されてきた．本論文では，そ
れらの中の類似企業比較法をベースに，各企業の特許
テキスト情報をベクトル化し類似度を測定することで，
IPO公開価格の推定精度を向上させることに成功してい
る．本手法は，特許文書のベクトル化とネットワーク分
析を組み合わせることで，企業価値を推定しようとする
意欲的な研究であり，有用性および新規性において高い
水準にあることから研究会優秀賞に値する．

●アブストラクト
新規株式公開（以下 IPO），M&Aにおいて企業価値評
価は重要な役割を果たしている．IPOにおいては評価の
基となる株式価格情報が存在しないため，上場企業と比
較して対象企業の公開価格の評価は困難である．現実の
資本市場においては公開価格が初値を下回るアンダプラ
イシングによる株価の騰落が発生しており，この現象は，
企業のステークホルダに対し負の影響を与える可能性が
ある．例えば，アンダプライシングは新規上場企業の資
金調達における機会損失を発生させるものであり，適切
な株式価格評価手法構築の重要性は高い．
これらを背景とする中，本研究では IPO公開価格を決
定する企業価値算定に着目し，特許文書データを活用す
ることで株式価格評価手法の精度向上を試みた．具体的
には，類似企業比較法の選定指標の一つとして特許によ
る技術類似度を考慮した評価手法を提案した．特許文書
データを当該手法の改善の試みに用いた理由としては，
特許が企業の研究開発により生み出されたもので事業と
の関連性が強いこと，実務・学術的研究の両領域におい
てファイナンスに関する意思決定や分析に用いられる傾
向があること，第三者取得が可能なことから企業間のデー
タの比較がしやすく分析の利便性が高いことなどがあげ
られる．
分析の手順は以下のとおりである．まず 2001～ 15年

に公報発行日のある特許 2 446 356件の特許文書データ
を取得した．特許文書データの中でも特許の新規性，詳細
な説明，用途，優位性について書かれた Derwent World  

Patents Indexを分析対象データとした．それらのテキス
トデータにステミング処理を施した後，Sparse Composite  

Document Vectorsを用いることで，特許文書をベクトル
化した．この際，次に，ベクトル化した特許文書データ
から各企業の特許重心を算出し，それらの重心間距離を
測定することで，類似企業を選定した．本研究では業種
を考慮するか否か，類似企業の選定数，特許の重心間距
離のしきい値など複数の選定モデルを用いて理論株価を
算出し，IPOにおける初値や公開価格の再現性を検証し
た．
分析の結果，企業価値算出対象企業が所属する業種の
財務平均値を用いるより，特許文書データを加えた当該
モデルのほうが公開価格の評価精度を改善できる可能性
を見いだした．本分析結果は，企業価値評価の類似企業
選定指標において，特許文書データを用いることの有効
性を示すものである．詳細な分析は今後の課題である．

ビジネス・インフォマテックス研究会：SIG-BI-015-09　　2020年 3月 18日

特許分析を通じた企業価値算定手法の構築
─特許文書ベクトルによる IPO 公開価格の評価─

藤原　匠平，松本　裕介，菅　　愛子，高橋　大志

 「2019 年度研究会優秀賞受賞論文紹介」
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 著　者　紹　介 

藤原　匠平（正会員）
2018年静岡大学情報学部情報社会学科卒業．2020
年慶應義塾大学大学院経営管理研究科修士課程修了
（経営学）．コーポレートファイナンス，計算機科学
を主とした研究に携わる．同年，三菱UFJモルガン・
スタンレー証券株式会社へ入社，投資銀行業務に従
事．

菅　　愛子（正会員）
慶應義塾大学大学院後期博士課程在籍中．2007年千
葉大学大学院医学薬学府修士課程修了（薬学）．同年，
中外製薬株式会社入社．創薬研究所研究員を経て，
事業性評価などに携わる．2017年慶應義塾大学大学
院経営管理研究科修士課程修了（経営学）．現在に
至る．

高橋　大志（正会員）
慶應義塾大学大学院経営管理研究科・慶應義塾大学
ビジネススクール教授．1994年東京大学工学部物理
工学科卒業．富士写真フイルム株式会社研究員，国
内金融機関シニアリサーチャー．筑波大学大学院修
了．博士（経営学）．岡山大学准教授，キール大学
経済学部客員研究員，慶應義塾大学准教授を経て現
職．総務省「ビッグデータなどの利活用推進に関す

る産官学協議のための連携会議」座長．専門は，ファイナンス（資産運用・
企業金融），計算機科学．

松本　裕介（正会員）
2017年慶應義塾大学商学部卒業．2019年同大学院
経営管理研究科修士課程修了（経営学）．企業経営
における非構造化データ活用に興味をもつ．
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●授賞理由
近年，インターネット上で個人が小説を投稿できるサ

イトが多数開設され，数多くの作品が投稿されている．
本研究では，このようなWeb小説を利用者に推薦する新
しい手法について提案をしている．小説投稿サイトにお
いては，少数の人気作品に多くの読者が集中するため，
実際には良い作品が誰にも読まれないまま大量にある作
品群の中に埋もれてしまう可能性がある．本研究では，
そのような「隠れた良作」に注目し，これらを利用者に
提示する手法について検討している．
具体的には，作品の本文，ならびにジャンルやキーワー

ドといった付属情報から，利用者の過去の読書傾向に似
た類似作品を提示するという従来型の仕組みに加え，文
章表現の観点から作品の質を推定する仕組みを導入する
ことにより，利用者の興味と作品の質の両者を満たす作
品を推薦する方法について述べている．特に，作品の質
の推定については，一般読者による文章評価に基づく品
質に関するスコアを，文章自身から得られる各種特徴量
から予測するタスクとして捉え，いくつかのモデルにつ
いて比較検討している．あわせて，評価実験により，類
似作品の計算手法，ならびに作品の質の予測手法につい
て，その有効性を示している．本研究の成果は，利用者
の興味に加えて，推薦対象の質も考慮することにより，
従来手法では難しかった「隠れた良作」を提示可能な推
薦システムの礎となるものであり，他分野の推薦システ
ムへの応用も期待できる．
作品の質の予測精度などに改善の余地があるものの，そ 

の着眼に加え，今後のさらなる展開が期待できることか
ら，今年度の研究会優秀賞にふさわしいとして選考した．

●アブストラクト
本研究では，小説の類似度や質を推定するモデルを構

築することで，評価値などの読者により付与される情報
のない隠れた良作の推薦や，ユーザによる推薦基準の操
作が可能な推 薦システムを提案する．
近年，インターネット上で個人が小説を投稿できる，小 

説投稿サイトが多数開設され，数多くの作品が投稿されて
いる．こうした作品はWeb小説などと呼ばれ，これらの 

中には商業用に書籍化・映像化される作品も存在してい 

る．一方でこれらWeb小説に関して，その作品数の多さか 

ら読者が好みの作品を探すのが難しいという問題や，人気 

の作品や最新の作品といった限られた少数の作品に大多
数の読者が集中し，隠れた良作ができてしまうという問題 

がある．本研究の目的は，上記問題を解決し，ユーザが作 

品を探すのを助ける推薦システムを実現することである．
本論文では，まずWeb小説と推薦システムが必要な背
景について説明し，関連研究として，一般的な推薦手法
とその問題点，Web小説を扱った研究を紹介した．次に，
読者が小説を選ぶ際の判断基準や読んで良かったと感じ
る観点について議論し，既存の検索システムにも触れな
がら，本研究で提案するシステムの要件と設計方針につ
いて詳しく述べた．また，今回利用したデータについて
も説明した．その後，推薦に用いる指標として作品の類
似度を表す Sスコアと，質を表すQスコアの二つの指標
を設定し，各スコアを作品の本文とジャンルやキーワー
ドといった付属情報から予測する実験を実施，その結果
と考察について述べた．
作品の質予測については，多層パーセプトロンをはじ
めとする複数の回帰モデルを作成し，読者による評価が
一定数以上存在する作品を利用して学習・評価を行い，
Qスコアの指標設定に従い読者による評価から計算した
スコアと，モデルが予測したスコアとの相関を調べるこ
とでその精度を確かめた．作品の類似度予測については，
文章のベクトル化手法であるDoc2Vecを用いて小説本文
から得られたベクトルのコサイン類似度を計算し，複数
の妥当性評価実験を通して，求めたスコアが類似度を示
すものとして適切なものであることを確かめた．
以上により，作品の類似度と質のそれぞれにおいて，
その指標設定の妥当性と，一定精度での予測可能性を確
認，実際にシステムが作製できる見通しが立ったと結論
付けた．
研究のその後の進展として，データを再収集したうえ
で，指標設定やモデルのパラメータを見直し，再度実験
を行うことで予測精度の向上を達成した．また，実際に
Webアプリケーションとしてシステムを試作し，Web小
説の読者による使用・評価を行ったところ，試作したシ
ステムが隠れた良作の推薦に有用であることが示唆され
た（2020年度人工知能学会全国大会で発表）．

インタラクティブ情報アクセスと可視化マイニング研究会：SIG-AM-23-01　　2019年 11月 23日

隠れた良作を推薦可能な Web 小説レコメンド
システムの提案
小坂　直輝，小林　哲則，林　　良彦
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 著　者　紹　介 

小坂　直輝（学生会員）
2020年 3月早稲田大学基幹理工学部情報通信学科
卒業．現在，同大学院基幹理工学研究科情報理工・
情報通信専攻修士課程在学中．専門は自然言語処理．
小説などの長い文章や，グラフ表現を扱う研究に興
味がある．

林　　良彦（正会員）
早稲田大学大学院基幹理工学研究科教授（実体情報
学博士プログラム担当）．博士（工学）．早稲田大学
大学院理工学研究科博士前期課程修了後，日本電信
電話株式会社（1983～ 2004年），大阪大学大学院
言語文化研究科（2004～ 14年）にて，自然言語処
理・情報アクセス，計算言語学の研究に従事．この間，
スタンフォード大学 CSLI滞在研究員（1994～ 95

年），情報通信研究機構専攻研究員（2005～ 10年）など．情報処理学会，
電子情報通信学会，言語処理学会，ACL各会員．

小林　哲則（正会員）
1985年早稲田大学大学院理工学研究科博士課程修
了．工学博士．同年，法政大学工学部電気工学科専
任講師．同助教授，早稲田大学理工学部電気工学科
助教授を経て，1997年同大学同学部電気電子情報
工学科教授．現在，同大学理工学術院基幹理工学部
情報通信学科教授．この間，MIT計算機科学研究所，
（株）国際電気通信基礎技術研究所音声言語通信研

究所，NHK放送技術研究所などの客員研究員を歴任．音声・画像情報処
理，会話システムなどの研究に従事．
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●授賞理由
Kosterの理論に基づいて，ACT-Rのプリミティブな
認知プロセスの集積によって，認知モデルに内発的動機
付けのメカニズムを実装した．認知アーキテクチャの理
論である ACT-Rの枠組みで，内発的動機付けという非
認知的な側面を実装しようとした試みが挑戦的で面白い．
アーキテクチャを変更することなく，非常に良く工夫さ
れている．AGIコミュニティが興味をもちそうな，クラ
シックな認知アーキテクチャをパワーアップするための
実証研究である．参考文献や新規性が少し不足していて
もこれからの投稿者に良い傾向を見せる論文だと考えら
れる．汎用人工知能実現の鍵となる内発的動機付けに関
して，独創性の高い仮説に基づき，認知アーキテクチャ
で実装，実験を行い，有効性を示している．認知科学的
考察なども背景としており，その点においても評価がで
きる研究である．

●アブストラクト
多様な環境に適応する汎用性の高い人工エージェント

の実現には，自律的な探索の仕組みが必要である．その
ような仕組みとして，内発的動機付けによる環境学習の
メカニズムが研究されている．しかし従来の研究は，内
発的動機付けを，外発的な報酬関数の項として明示的に
定義するものであった．それに対して，本研究では汎用
的な認知アーキテクチャである ACT-Rのプリミティブ
な認知機能を用いた動機付けのメカニズムを提案する．
本研究の提案は，知的好奇心をパターンマッチと対応

させる考えに基づく．ゲームデザイナであるKosterは人
間が感じる「楽しさ」は，環境や状況において，新しい
パターンを発見することによって引き起こされると述べ
る．このような人間によるパターンの発見と対応する計
算機上のメカニズムとして，パターンマッチを想定する．
ACT-Rにおいて，このメカニズムは，柔軟なプロダクショ
ンルールの運用を可能とし，関係的推論など人間に固有
とされる認知機能をモデル化するための基礎となる．
上記の対応から，パターンマッチを行う機会が減少す

ることが，知的好奇心の減衰につながると考え，これを
ACT-Rの学習メカニズムによって表現した．まず，パター
ンマッチと知的好奇心が対応するとの考えから，パター
ンマッチの発生を伴うルールが発火した際に，課題を継
続するルールに正の報酬を付与し，発火しなかった場合

に負の報酬を付与する．ACT-Rにおいてパターンマッチ
の発生頻度は，プロダクションルールのコンパイルによっ
て減少する．つまり，課題に対する習熟に応じてパター
ンマッチの機会が自然に減少し，課題の解決プロセスが
定型化する．このプロセスにより，モデルは，環境中に
新規なパターンを発見しなくなり，環境探索を終了する．
提案メカニズムの挙動を確認するため，迷路のタスク
継続を対象としたシミュレーションを実施した．モデル
は記憶として保持された環境地図を想起しつつ，確率的
に深さ優先探索を行う．このモデルにおける環境地図の
想起に伴って生じるパターンマッチに報酬を付与し，そ
の値を変化させた．結果として，パターンマッチに付与
される報酬が高いモデルは，タスクを長く継続し，課題
のゴールの達成率を向上させた．今後は既存の内発的動
機付けの強化学習モデルとの対応関係を検討する．また
本モデルは，習熟による動機付けの減衰のみを説明し，
習熟に伴う動機付けの増大を説明していない．過去の動
機付けの理論（最適刺激水準理論）を参照することで，
この問題を検討することも予定している．
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